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3 11月　6日（月） 心と身体を開く・演じる 劇団くすの木代表
@　　　大多和　勇
4 11月20日（月） あなたはピカソ・自由に描く アートセラピスト
@　　　山本真由美
5 12月　4日（月） 美しく愉快に自己開示 っゆくさ座代表
@　　　山暗　　功
＊企画・運営　　「つゆくさ座」　＊会場　公民館集会室　＊対象
（平成18年度『昭島の社会教育』昭島市教育委員会より）
市内在住在勤在学生
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た人たちが、講師のバリトン歌手青柳常夫さ
んの人柄に魅もあって、サークルをつくろう
ということになり「うたう会・セラピーさく
らんぼ」（以後「うたう会」という）結成し
た。
　この会も、教室が大変人気があったので、
より大勢の住民が参加する機会をっくろうと
考えていた。そんな時、公民館の事業として
公民館ロビーコンサートの企画があり、2004
年12月に青柳常夫コンサートを開催した。
この時に「うたう会」のメンバーも協力出演
した。このようなこともあって、「うたう会」
の存在が住民に認知されるようになったこと
も、メンバーには励ましにもなっていった。
　この会の定例会は、おもに公民館の音楽室
や視聴覚室で、ピアノや音を出しても差し障
りのない会場を使っている。このこともあっ
て、公民館の開館20周年と25周年記念事業
や公民館を会場とする昭島市の市民文化祭に
は、毎年「歌声喫茶」を開催するようになっ
てきている。
　とくに、「歌声喫茶」は、1955年（昭和30
年）以降1960年代に東京を中心に、青年た
ちのたまり場や「うたこえ運動」の発信地と
してもひとっの文化を築いていた。この時代
の青年たちは、今日では高齢期の住民の中心
的世代になってきている。このことは、「い
ま、全国的にもこの『歌声喫茶』が復活して
元気だ！というメディアでの映像が流れる。」
〔9）という指摘にあらわれている。そんな意
味で、全国的にも「歌声喫茶」が高齢期世代
の自己表現の場となっているとも言える。
（2）高齢期の人々の表現と癒しの空間
　私の住む昭島は、東京の多摩地域にあるが、
「一日喫茶という形で活動しているグループ
は20近くあうようです。」⑩というように、
「歌声喫茶」はかなりの数で活動をっづけて
いる。そんな関係で、「うたう会」のメンバー
も、これらの交流の場「歌声どんちゃか」
（年一回400人以上が集まっている）という
イベントにも参加している。これらから、
「歌声喫茶」は、多摩の地域文化を形成する
役割を果たしているのかもしれないと感じて
いる。
　こんな活動きをしている「うたう会」も、
2011年、10年目を迎えようとしている。
　サークルが始まった当初は、中高年世代で
あったが、現在は10年をプラスするとメン
バーの中心年齢の平均も70歳台前半になっ
てきている。名実ともに高齢期世代のサーク
ルになっている。
　また会員を見てみると、80歳を越えた代
表、一人暮らしの女性、80歳半ばの夫妻、
最近、連れ合いの夫を亡くした女性、脳疾患
で身体機能が不自由な男性など様々である。
確実に高齢期世代がかかえる課題を抱えてい
る。指導してくれている青柳常夫さんにして
も、後期高齢者で同じような状態である。
　そんなことから、高齢者特有の「諺」をか
かえる人もいる。また、一人暮らしで不安を
抱えて日常の相談をメンバーに求める人、機
能回復のリハビリをかねて歩行がおぼっかな
いなか参加する人もいる。そんなわけで「う
たう会」の月2回の活動日は、楽しみや癒し
のひとときになっている。また、外に出て歩
くことによる運動にもなってきている。
　つまり、「うたう会」はそれぞれの自己表
現の場であるとともに、名実ともにメンバー
には「セラピー」なのである。
　それでも、元気のいいメンバーは、これら
の人を含あ誘い合って温泉へ行ったり、会の
帰りに一杯会やカラオケなど人と人の関係を
っなげ、ときには相談や励ましなど、まさに
身近な地域でなければ出来ない日常の営みを
続けている。
　こんな意味でも、このサークルも私の大切
にしている集まりである。私の連れ合いも、
青柳さんのアシスタント的役割として、ピァ
ノの伴奏なども手伝いながら主要なメンバー
のひとりとして、世話役で関わってくれてい
る。
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5．街中の小さな空間・美術館
　　～「小さなギャラリー遊空間・碕」～
（1）　現場を離れた私の居場所
　このギャラリーの開設は、まるっきりの無
計画な思いっきで始まった。私が現場を離れ
る直前である。なにげなく私の住まいからの
最寄駅、JR青梅線の南口駅前の通りを歩い
ていた時のことである。そこにあったはずの
靴屋さんのシャッターが降りていた。なにげ
なく目を凝らして見ると貸し店舗の張り紙が
あった。すぐに、近くの不動産屋に行って聴
くと、まだ借り手が決まっていなかった。す
ぐに、手付金を払って連れ合いに相談し、店
舗が他人の手に渡らないように確保しておい
た。
　そこで、前々から私の中では眠っていたアー
トギャラリーを、この店舗で開設しようと思
いっいたのである。
　だからといって計画があったわけではない。
とりあえず、現場を離れた時の私の居場所に
は出来る。それと、スペースは小さいが、現
場では出来なかった自由な空間、なんでも可
能な学びや表現の空間、嘗て私が関わった
「スナックでく」ω地域の人々のたまり場に
はできる、と思いながら、現場を離れた。
　あれこれと思案した結果「小さなギャラリー
遊空間・碕」としてスタートすることにした。
コンセプトは、アート（美術作品）専門、そ
れも、私と30年近く交流が続いている現代
版画家日下賢二さんとの関係もあって、現代
版画専門の企画展示と貸しギャラリーの開設
にした。
②　企画展とミニミニライブ
　このギャラリーのオープンは、現場を離れ
た年2002年の夏であった。その間は、店舗
の内装やオープンの準備、それと、週3日大
学での非常勤の講義がある関係で、やや遅れ
た。
　オープニングの企画は、精神に障害をもっ
仲間たちの作業所・アートクラブの作品展を
行った。これは、このギャラリーが地域に根
づき、住民の誰もが自分の表現したものを展
示し発表できる空間である、ということのメッ
セージでもあった。
　次の企画は、佐渡版画村美術館の秀作展で
ある。これは、住民の日常生活の中から表現
をすることの大切さを発信し、佐渡の版画村
運動を指導した高橋信一さんのメッセージを
この昭島という地域にも届けたいという私の
願いでもあった。
　そして、私と長年に亘って交流のある、国
際的にも評価の高い現代版画家の日下賢二さ
んの秀作展である。この企画は、地域にプロ
の本物の表現とは何かということを発信した
かったからに他ならない。オープニングにた
てつづけに三っの企画展を開催したわけだが、
少々きっかった。
　この企画展示を皮切りにいくつかのイベン
トも企画した。そのひとっは、プチイベント
で前述の「うたう会」の指導しているバリト
ン歌手の青柳常夫さんの「うたとトークの夕
べ」である。
このギャラリーは、展示スペースが僅か8畳
（13㎡）ほどの空間と私の事務スペースに収
納庫とトイレいう小さなギャラリーである。
そんなことから、観客席は15席しか作れな
い。このライブは、満席であった。というよ
りは「うたう会」のメンバーでいっぱいになっ
ていた。それでも、ワインを飲みながらの2
時間のライブは好評であった。
　このプチイベントは、思いっいた時に不定
期であるが、10数回開催してきている。
　あとは、貸しギャラリーとして、地域の絵
画教室「絵の会」OBの中高生の作品展、女
性たちのアートフラワー展、「僕たちの心の
メッセージ、刺繍と水彩の二人展」（これは、
知的な障害をもっ青年と親御さんの二人展）
など、なかなか大きなギャラリーでは出来な
い、そんな人たちの発表展示の場にもなって
いる。
　そして、企画展示であるが、日下賢二さん
一47一
の他、版画家棟方志功のいちばん弟子の日下
里美さん（賢二さんの叔父）、佐渡版画村美
術館の関係で知った大阪忠司さん（春陽会・
木版画）、賢二さんの紹介のウチダヨシエさ
ん（春陽会・シルクスクリーン）、そして油
彩ではあるが、今は故人となった稲川敏之さ
ん（元武蔵野美術大学教授・二紀会）さんな
どの作品展示を数回つつ企画して今日まで来
ている。
　また、プチイベントであるが、浜坂福男さ
ん（淡谷のり子や美空ひばりのバックギター
奏者）のギターとトークの夕べ、尾崎正峰さ
ん（大宮フィルのコンサートマスター）のバ
イオリン・ソロとトークの夕べ、辻本全志さ
んのフラメンコギターの夕べ、山岸眞佐代さ
んの「うたと語り」の夕べなどのミニミニラ
イブを開いてきている。
　これらの会は、15人程度の少人数しか入
れないが、参加した人々の交流とコミュニケー
ションの空間として総じて好評であるが、難
点は、それらが計画的に行えなくなっている。
それは、私の問題なのだが、先にも述べてい
るが、週三日はギャラリーにいないことと、
多忙が原因でもある。そんなことから、企画
展やプチイベントは、8・9月または2・3
月の間で行なってきている。
③　地域の学びや表現活動の空間
　そんな事情を持ちながらも、「小さなギャ
ラリー遊空間・碕」は、地域住民のたまり場
や学習などの場にもなっている。
　たとえば、公民館の会場が取れない時、緊
急の集まりが必要の場合、この空間は貴重な
存在になる。前述の人形芝居の打ち合わせ会、
練習、そして舞台美術の作業場所としても活
用している。また、私の連れ合いが取りくん
でいる「語りの会」の集まり、私が関わって
いる団体やグループの会議や学習会の会場、
ときには、市民文化祭への出場グループの器
楽演奏リハーサルなどの会場としても使われ
たこともある。
　そういえば、ミニミニな多目的ホールにも
早代わりしてきたともいえる。
　そんなわけで、℃の空間は、地域にあるミ
ニ公民館でもあるのだ。公民館だけではない。
　私は、ギャラリーの経営をしながら企画し
た作家の作品も少しばかりでは購入してきて
いる。これらの作品は数十点あるのだが、こ
れらの作品は、壁面利用の企画展示がないと
きには、常設をしてきている。これらのコレ
クションを常設することで、ことに現代版画
にっいては、街中の小さな・小さな美術館の
役割も果たしてきたのか、と最近感じ始めて
いる。
6、おわりに
　以上が、私が拘ってきた現場を離れてから
の社会教育実践であるが、これらは、話芸、
人形芝居（演劇）、歌（音楽）、絵画などの自
己表現の空間である。表現の発信方法は、寄
席、公演、「歌声喫茶」、ギャラリーなど様々
であるが、結果として有機的に繋がっている。
　それは、地域における文化的営為であり、
表現の発信や継承と創造に他ならない。
　そして、これらはいずれも昭島という地域
での営みである。また、この営みは、基本的
には私的な活動になっていて、手弁当の身銭
主義で活動してきている。もちろんこれらの
活動は、多くの仲間の理解と協力があっての
ことである。
　だが、これらの活動の側面的な支援には常
に昭島市公民館の果たしている役割があるこ
とも確かである。ことに、公民館の小ホール
の舞台設備（音響・照明など）と専門スッタッ
フや音楽室などの施設設備は、表現活動には
欠かせない条件整備のひとっである。
　そんなことで、現場を離れても、なにがし
の公的な社会教育実践にも片足を入れてきて
いた、と感じているこのごろである。
　ちなみに、これらの営みとは距離を置くが、
現在は国立市の公民館運営審議会委員を3期
目であるが、社会教育の現場に関わりを持っ
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ている。それと、あと一年いくっかの大学で
社会教育の講義を続ける任もあるようである。
　来年、古希を迎えるにあたっての私のメモ
リアルなノートである。
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（資料）昭島若手落語会の歩み（出演者と演目）
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春風亭柳太郎の会
柳太郎、柳八の会
臥、? ???????
???????
9
???
3
3、　4、　5　　（7、　9、　11、　1、　4月）
　唐茄子屋、へっっい幽霊
　干物箱、ちりとてちん
　金明竹、二番煎じ
　雑俳、長屋の花見　　　　　ゲスト　松旭済美江子
　船徳、野ざらし
　鹿政談、崇徳院　　　　　　ゲスト　春風亭ノ」柳枝
　初天神、文七元結
　素人鰻、本膳
　たらちね、壷算　　　　　　ゲスト　北見伸
　粗忽の釘、家見舞い
　牛ほめ、狸饗　　　　　　ゲスト　三笑亭夢三四
　浮世床、風呂敷　　　　　ゲスト　　　小八
　桃太郎、妾馬　　　　　　　ゲスト　春風亭柏枝
　やかん、百川　　　　　　ゲスト桂　　南なん
　首提灯、対談　　　　　　ゲスト　　　菊松
　二番煎じ、対談　　　　　ゲスト春風亭小柳枝
　干物箱、対談　　　　　　ゲスト桂　　亭治
　代演　春風亭ノ1柳枝　星野屋、茶の湯
　酢豆腐、対談　　　　　　ゲスト神田ふづき
　お見立て、対談　　　　　　ゲスト　春風亭愛橋
　葡問答、対談　　　　　ゲスト春風亭昇太
　たがや、対談　　　　　　ゲスト　三遊亭遊福
　狂歌家主、対談　　　　　　ゲスト　桂　　南楽
　代演　三遊亭遊福　　　　　ゲスト　　金太郎
　代演春風亭小柳枝飽のし、井戸の茶碗
　柳八松竹梅、柳太郎　ちりとてちん
　　　　　　　　　　　　ゲスト春風亭昇太
　柳八　犬の目、時そば、柳太郎、つづら泥
　柳八　常間腹、柳太郎　五人廻し
　　　　　　　　　　　　ゲスト春風亭すずめ
　柳八　初天神、　　　　　ゲスト春風亭小柳枝
　柳八　狸札　　　　　　　ゲスト　春風亭すずめ
　　　　　　　　　　　　　　　翁家喜楽
　柳八　権助魚、柳太郎羽織の遊びゲスト春風亭すずめ
　柳八長屋の花見、柳太郎子別れゲスト春風亭柳吾
　柳八　人形買い、柳太郎　野晒し　　ゲスト　春風亭すずめ
　柳太郎改め柳懊真打襲名披露興行
　柳八　お菊の皿、柳櫻代り目、口上　ゲスト春風亭柳昇
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22　　61
23　　62
24　　63
25　　64
26　　65
春風亭柳作　たらちね、春風亭柳八　宿屋の富
春風亭柳人都都逸親子、三遊亭遊吉猫の災難
春風亭柳八　鰯問答、桂　小文　いかけや
春風亭柳作飽のし、春風亭柳八　のっべらぼう
三遊亭とん馬壷算
春風亭すずめ　初天神、春風亨柳八　浮世床
春風亭鯉昇　お神酒徳利
春風亭すずめ　子ほめ、春風亭柳八　五人男
春風亭柳嬰干物箱
春風亭すずめ　やかん、春風亭柳八　代脈
桂平治愛宕山
春風亭柳八　真田小僧、蛇含草、
春風郭P櫻　へっつい幽霊、寄席嘩子入門　あや吉
春風亭柳八　小話教室・狐と狸、試し酒、春風亭美由紀
春風亭柳八　相撲、春風亭柳櫻　崇徳院
春風亭柳八　羽織の遊び、三遊亭竜楽　百年目
春風亭柳吾道具や、春風亭柳櫻鰻屋
春風亭小柳枝船徳
神田ひまわり　秋色櫻、春風享柳之助　二十四考
春風亭柳人　お見立て
春風亭すずめ猿後家、神田北陽曾呂利
春風亭柳櫻粗忽長屋
春風亭柳八　牛ほめ・富士詣り
橘ノ好園　花見の仇討ち
春風亭柳和　やかん、春風亭柳櫻　六尺棒
柳家九治　茶の湯
春風亭笑好雑俳、桂　小文　お血脈
春風亭柳八　井戸の茶碗
春風亭舜輔　元犬、三遊事とん馬　味噌倉
春風亭柳人　手紙無筆、春風亭昇太　ちりとてちん
春風亭柳太郎　肥がめ、春風亭柳櫻　居酒屋
春風亭柳八　看板のびん、三遊亭遊之介　湯屋番
春風亭美由紀
春風亭柳櫻転失気、神田すみれ天野屋利兵衛
春風亭小柳枝　二番煎じ
神田ひまわり　清水の小政、春風亭柳八　大工調べ
桂平治鼻ほ一い
神田北陽情相撲、うめ吉俗曲、
春風亭柳櫻居残り左平次
春風亭すずめ松山鏡桂小文天狗裁き
春風亭柳八　佃祭り
春風亭昇美衣　饅頭恐い、春風亭柳櫻　居酒屋
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2001
2002
2003
4
??????????????????
1
　　　　　9
　　　　10
2004　　1
27　　66
29
R0
R1
R2
R3
???????
??????
特別企画
41　　80
42　　81
春風亭iJNP枝　妾馬
春風亭昇輔反対車、春風亭柳八替り目、柳昇すき焼き兄
妹（柳八さん真打昇進）
春風亭柳太郎　五人廻し、春風亭柳櫻　らくだ
神田ひまわり　太閣記生立ち、春風亭昇輔宗徳院
柳太郎　ん廻し、三増巳也　曲ゴマ、柳好宮戸川
昇輔干物箱、うめ吉俗曲、柳之助　竹の水仙
柳太郎子ほめ、真理刑務所、ノト柳枝たがや
昇輔　愛宕山、柳櫻子別れ
柳太郎　片棒、柳好　素人鰻、すみれ　曲馬団の女
ノ」町雑俳、ひまわり　秀吉の婚礼、昇輔小言念仏
柳太郎　蝦墓の油、ノ」・棚支　青菜、唐茄子屋
昇輔やかん、鯉昇　ねずみ
柳太郎　小言幸兵衛、すみれ　白陰禅師、柳櫻　干物箱
昇輔反対車、右團治長屋の花見、燕路寝床
春陽　小政の生い立ち、柳太郎　ちりとてちん
ノ」・柳枝佃祭り
文治江戸言葉、右團治飽のし、文治長短
昇輔時そば、うめ吉俗曲、鯉昇武助馬
柳太郎　かっぱ釣り、すみれ五郎正宗、
ノ」柳枝　二番煎じ
※　注　この出演者と演目は、若手落語会の重宝帳（通称ねた帳）の記録によるものである。ただし、これ以降の
　　　記録整理が、未整理のため、今回の資料に掲載が出来なかった。この記録は現在も継続しているので、別の
　　　機会に紹介するつもりである。
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